

























③  公正価値測定が保証水準にどのような影響を与えているのか  
④  どのようにして保証水準を伝達するのか  
 それぞれの研究課題に対応して、本論文は、大きく 4 部で構成されている。  
 第Ⅰ部（第 1 章・第 2 章）では、本論文の研究課題の①と対応し、公正価値
会計の台頭と題して、公正価値概念の明確化及び、会計観の変容と混合測定財
務諸表に関して論じている。  









































 第Ⅲ部（第 6 章・第 7 章）では、本論文の研究課題の③と対応し、公正価値
監査の多面的検討と題して、保証対象及び保証手続の観点から、公正価値測定
の保証水準への影響について論じている。  



















 第Ⅳ部（第 8 章）では、本論文の研究課題の④と対応し、監査保証論への展
望と題して、保証水準の伝達の可能性について論じている。  
第 8 章では、監査報告書を通じた保証水準の伝達の可能性は存在するのであ
ろうか、という問題意識のもと、監査報告書の機能と役割について検討し、監
査報告書改革の議論を整理し、保証水準の伝達の可能性を探ることを目的とし
ている。まず、監査報告書の機能と役割についての議論を概観し、監査報告書
がオピニオン・レポートかインフォメーション・レポートか、という議論の本
質について検討し、次に、現在、国際的に行われている監査報告書改革に関す
る議論を整理し、そして、それらの議論を踏まえ、保証水準伝達の可能性につ
いて検討している。  
